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20. ベトナム・メコンデルタにおけるオニテナガエビの稚エピ培

養技術の確立と技術移転

〔要約〕グ リー ンウオータシステム（植物プランクトン餌料）はオニテナガエピの安定種苗生産技術を

可能にする効率的な稚エビ培養技術であり、飼育水を交換する必要がないので、従来システムより生産

コストを低く抑えることができる 。 このシステムの技術移転により、 2002 年のベトナムの稚エピ生面~
は 1990年の so倍の 5,000万尾に拡大した。
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［背景・ねらい］

ベ トナム ・メコンデルタ地域では、オニテナガエビは重要な養殖対象種として期待されている。 しか

し、ふ化の幼生から稚エビに変態するまでの期間の生残率が低いため、安定した種苗生産技術の開発が

必要とされている。

［成果の内容• 特徴］

I. ふ化後の幼生から稚エビに変態するまでを、グ リーンウオーターシステム （植物プランクトンを培養

するため、飼育水が緑色となる）で培養することにより、従来システム（清水交換式、餌料はアルテ

ミアのみ）より 、高い生存率が得られる （表 I)。稚エビの最終密度及び生存率から、実用的収容密度

90尾／リットルが最も経済効率が高いと 誰定される。

2. カン トー大学と国際農林水産業研究センターは稚エビ培養技術を移転するため、ベトナムの省立及び

民間のふ化場関係者を対象に実践技術と運営方法について研修を行った。その結果、11 の省立ふ化場

と72の民間ふ化場が新たに設立され、ベ トナムにおける 2002年の稚エビの年間生産量が 1990年に比

べ 50倍に増加し、 5,000万尾とな った（写真 lは設立された省立ふ化場の一つ）。

3. 稚エビに変態するまでの幼生期は汽水で飼育する必要があり、従来は塩分濃度 L2ppt (千分の I)の

汽水を用いていたが、幼生の浸透圧調節機能により、ふ化 15日目からは 6pptでも生存が可能である

（図 I)。

4. ベトナム ・カントー大学のミニふ化場で生産された人工種苗を、カントー省およびビンロン省の零細

農家に提供し、エビ ・稲ファーミングシステムの実証試験を実施して、人工種苗を用いた水田でのオ

ニテナガエビ養殖が十分可能であることおよび稲作のみに比べて収入を 2~ 3倍向上させることがで

きることを示した。

［成果の活用面・留意点］

I. この技術では、食塩使用量が削減されるので、低コスト 化 を図ることができる。

2. 開発された椎エビ培養技術は、正確な知識と適切な管理のもとで実施する必要がある。今後、稚エビ

の餌料となる植物プランクトンの種類とその維持機構について、またファーミングシステムに応用す

る場合、オニテナガエビが稲の生育等に及ぽす影響と農家家計に及ぽす効果について検討する必要が

ある。

［具体的データ］

表 1 「従来システム」および「グリーンウォーター
システム」における幼生の生存率と稚エビの
最終密度。

従来システム

収容密度 稚エビの最終密度 生存率（％）

30尾/L 19.5 52.5 

60尾几 18.6 28.8 

90尾/L 28.4 31.7 

120尾/L 32.9 27.4 

グリーンウオーターシステム

収容密度 稚エビの最終密度 生存率(%)

30尾IL 27.7 92.3 

60尾几 27.8 46.3 

90尾IL 41.7 46.4 

120尾几 38.8 32.3 

写真 1 Tiengiang省水産養殖普及センターが管

理する淡水エビふ化場。「グリーンウ ォー
ターシステム」による種苗生産が行われ

ており 、総容積 10m3の稚エビの飼育槽

が使用されている。
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図 1 異な った塩分濃度における幼生の生存率
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